グラフ理論から構築するするモーフォロジー : 幾何学的造形論の分類・イメージ研究・グラフ理論（実践編） by 藤澤, 忠盛 & Fujisawa, Tadamori
44　グラフ理論から構築するするモーフォロジー　－幾何学的造形論の分類・イメージ研究・グラフ理論－（実践編）
グラフ理論から構築するするモー
フォロジー
－幾何学的造形論の分類・イメージ研究・
グラフ理論－（実践編）
藤澤　忠盛
FUJISAWA  Tadamori
　前号の研究紀要では研究ノートとしてカタストロフィー理論
（グラフ理論）から構築するするモーフォロジーを掲載した。作
家の好みで決まると思える意匠の部分に関しての解明を追求し
たつもりである。様々な人から意見をもらい反響があったと思
える。もちろん肯定的なものばかりでなく、極めて否定的な意
見もあった。であるからこそデザインの世界は面白いと感じる。
言論・思想・政治・経済・宗教・芸術  etc　すべての文化には
それぞれの意見がありそれぞれの見解がある。このページのよ
うに研究ノートなるものがあると研究のみという肩枠から外れ
たある意味冒険的な見識を発表でき、このことがデザインの発
展に寄与する可能性を持つと考える。前号のモーフォロジー論
より大きな側面でデザインを見れば、社会は経済を土台として
国家・法律・思想・文化・芸術等　いわゆる上部構造と呼ばれ
るもので成り立っている。この上部構造をモチーフ的に？基点
とし？意匠 （造形）が成り立っている可能性は高くそのほうが
立証・解明はしやすいであろう。しかしながらそれだけでは面
白みにかける。上部構造に依存している　と言い切るもしくは
そのほうが一般的には説得力があり理解させやすいであろう。
デザインの３要素といえば用・強・美であるのは周知であるが、
まったく持って　美　に関する議論は私自身を悩ませる事が多
い。生まれ持った赤ん坊はすでに美人・美男子を見分けるとい
う研究データを見たことがあるが　遺伝子　という科学的概念
に頼ることは最近多く人類の不思議の解明には欠かせないし、
近年では恋愛の解明も進められているが、デザイン上ではいか
がかと思う事もある。
　今回は実践編としてデザインセンター業務で行った直江兼次
パビリオンで実践する機会があり、グラフ理論からモーフォロ
ジー（展示造形）を構築した。残念ながらカタストロフィーで
はない。前編で示したカタストロフィーを存在させることが難
しいというよりは一般の人が簡単に理解できるという観点を最
優先した結果、構築理論に変化を与えた。その結果前回の紀要
より格段に理解しやすい内容であろう。
　そもそも私自身の研究で最大の目的は何かといえば　ゲーム
理論やそのアルゴリズムを利用し「形態」に応用することでデ
ザイン性に関して高度で独創的なレベルでの形態を構築するこ
とにあり、そのグラフから造形化された形態に関して視覚的効
果を利用し「主張するデザイン性」の理解度の向上 （イメージ
の保守性をこえた新たなイメージの定着性）を目指す。また空
間造形を中心とした造形物に関しての基礎的な研究をおこない
ながらデザインの生成過程の研究も折り込むこと　このことで
ある。この定義上に直江兼次パビリオンはある。
　パビリオン概要：武将　直江兼次 （来年度ＮＨＫ大河ドラマ）
の生涯をグラフ化しパビリオンの展示空間に応用することで、
展示方法そのものに視認性を与え、見学者に直江兼次の生涯を
より理解し興味を抱く　主張する展示造形　を表現することを
最大の目的とする。展示空間は豊かな大地と食文化 （コシヒカ
リ等）で有名な南魚沼のランドスケープ、直江兼次と越後代表
の武将上杉謙信、また　当時の全国武将を展示レイヤーとして
表現することで、高さ方向におけるグラフ的視認性を構築した。
このことにより見学者は全国武将と直江兼次の関係性、直江兼
次の人生ドラマや新潟県魚沼の歴史と大地をより深く、またグ
ラフ上から理解できる知覚を刺激した上で熟知することが可能
となる。
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